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今
般
筆
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ヘ
ン
リ
ー
著
、
ド
イ
ツ
・
ト
ロ

ム
ス
ド
ル
フ
訳
、
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ー
ペ
ィ
訳
、
備
中
・
緒
方
章

公
裁
訳
槁
と
記
さ
れ
た
写
本
「
舎
密
便
蒙
」
（
以
後
便
蒙
と
略
す
）

に
つ
い
て
の
内
容
と
何
時
の
時
代
に
書
き
表
さ
れ
た
か
に
つ
い

て
考
察
を
行
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
版
原
本
に
つ
い
て
は
本
来
な
ら

ば
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
、
故
岡
村
千
曳
旧
蔵
本
で
あ
る
と

こ
ろ
の
ヘ
ン
リ
ー
著
「
化
学
入
門
」
二
八
○
三
年
版
）
（
以
後

Ｃ
Ｂ
Ｌ
と
略
す
）
を
も
っ
て
考
証
す
べ
き
で
あ
る
が
、
幸
い
に

も
そ
れ
ら
を
含
め
て
原
書
の
研
究
を
な
さ
れ
た
、
「
舎
密
開
宗
研

究
」
（
田
中
実
他
著
・
一
九
七
五
年
講
談
社
版
）
中
の
舎
密
開
宗

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
坂
口
正
男
氏
の
論
文
か

ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
お
も
な
点
を
述
べ
る
と

一
、
Ｃ
Ｂ
Ｌ
に
お
け
る
化
学
親
和
力
の
特
長
で
あ
る
複
親
和
図

が
「
便
蒙
」
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
図
は
「
開
宗
」
の
中

8

緒
方
章
公
裁
讓
稿
「
舎
密
便
蒙
」
に
つ
い
て

有
田
浩
和

（
株
）
ア
リ
タ
回
生
堂
薬
局

の
図
と
も
一
致
す
る
。
二
、
Ｃ
Ｂ
Ｌ
の
訳
者
イ
ー
ペ
ィ
の
序
の

言
葉
が
「
便
蒙
」
の
下
巻
の
末
尾
に
章
洪
裁
に
よ
り
完
訳
さ
れ

て
い
る
。
尚
、
「
開
宗
」
に
は
箕
作
院
甫
の
序
文
の
末
尾
に
一
部

分
の
み
訳
さ
れ
て
い
る
。
三
、
下
巻
「
舎
密
便
蒙
之
二
」
第
一

回
鉱
泉
検
査
の
中
で
「
鉱
泉
検
査
以
二
蒸
散
一
者
」
の
項
目

の
文
中
に
，
鉱
泉
ノ
分
析
二
精
祥
ヲ
尽
く
ス
ノ
法
則
ヲ
明
ラ
カ

ニ
学
上
知
ラ
ン
ト
欲
セ
ル
ノ
徒
ハ
宜
ク
「
ベ
ル
グ
マ
ン
」
人
名

及
上
「
キ
ル
ワ
ン
」
人
名
力
鉱
泉
分
析
法
ノ
昼
三
就
イ
テ
之
ヲ

見
ル
可
シ
而
レ
圧
此
ノ
小
冊
子
ハ
旅
中
及
上
其
他
二
於
テ
搬
送

、
ン
難
キ
大
部
ノ
書
二
代
ヘ
ン
カ
為
メ
ニ
著
述
ス
ル
所
ナ
ル
カ
故

二
今
又
タ
鉱
泉
検
査
ヲ
蒸
散
一
一
：
．
“
こ
の
文
章
は
Ｃ
Ｂ
Ｌ
の
さ

ら
な
る
原
本
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
著
Ｅ
Ｏ
Ｃ
（
ン
ロ

ロ
ロ
さ
目
①
具
○
房
日
璽
昌
一
八
○
一
年
初
版
）
の
序
文
中
に
こ

の
出
版
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
鉱
泉
分
析
の
注

意
書
の
文
章
と
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
。
又
訳
文
中
「
小
冊
子
」

と
は
ヘ
ン
リ
ー
が
い
う
と
こ
ろ
の
初
学
者
の
入
門
書
と
し
て
携

帯
に
便
利
な
こ
と
を
意
味
し
、
洪
裁
も
ま
た
原
書
に
忠
実
に
小

さ
な
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
的
な
写
本
と
し
て
の
形
態
を
留
め
て
い
る
。

そ
の
他
種
々
の
点
で
符
合
す
る
と
こ
ろ
が
み
う
け
ら
れ
る
が
、
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こ
こ
で
は
書
面
の
都
合
上
割
愛
す
る
。

「
開
宗
」
と
「
便
蒙
」
の
目
次
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、
「
開

宗
」
の
椿
庵
の
序
文
中
「
原
書
一
巻
ｃ
分
テ
三
篇
ト
ス
第
一
編

ハ
元
素
ヲ
標
メ
其
集
合
ス
ル
物
品
ヲ
論
ス
其
第
二
編
三
編
ハ
試

薬
ヲ
以
テ
雑
合
諸
品
ヲ
分
析
シ
薬
品
ノ
真
贋
ヲ
明
メ
鉱
属
ノ
貧

富
ヲ
辨
シ
龍
圃
ノ
肥
暁
ヲ
験
ス
ル
等
。
第
一
編
卜
自
ラ
体
裁
ヲ

異
ニ
ス
故
今
私
二
第
一
編
ヲ
内
篇
ト
シ
ニ
ー
三
編
ハ
修
テ
外
編

ト
ス
原
書
開
巻
第
一
二
初
学
ノ
要
領
ヲ
述
テ
曰
ク
器
皿
：
．
」
と

訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
初
め
に
内
編
を
検
討
す
る
と
「
便
蒙
」

で
は
「
舎
密
便
蒙
巻
之
一
上
第
一
篇
総
論
此
書
ノ
著
ハ
殊

二
初
学
ノ
徒
ノ
師
二
従
上
学
フ
…
」
か
ら
始
ま
り
「
舎
密
便
蒙

巻
之
一
下
第
五
動
物
酸
」
で
終
わ
り
完
訳
さ
れ
て
い
る
が

「
開
宗
」
で
は
途
中
の
巻
十
八
蝋
で
終
わ
っ
て
い
る
。
次
に
外
編

に
つ
い
て
は
「
便
蒙
」
で
は
、
舎
密
便
蒙
巻
之
二
（
下
）
鉱
泉

及
上
山
産
物
検
査
法
総
論
続
い
て
第
一
回
鉱
泉
検
査
、
第
二
回

山
物
検
査
、
舎
密
便
蒙
巻
之
三
（
下
）
論
試
験
利
用
法
至
要
者
、

第
一
回
毒
物
検
査
～
第
五
回
試
験
種
々
ノ
施
用
で
完
訳
さ
れ
て

い
る
。
「
開
宗
」
で
は
第
二
回
か
ら
は
未
完
に
お
わ
っ
て
い
る
。

次
に
何
時
の
時
代
に
書
き
表
し
た
か
と
い
う
件
に
関
し
て
は
、

原
書
が
手
短
な
処
に
あ
る
と
い
う
環
境
と
表
紙
の
文
様
と
備
中

緒
方
章
公
裁
と
名
乗
っ
た
時
期
等
を
勘
案
す
る
と
、
坪
井
信
道

の
塾
に
入
門
し
て
い
た
江
戸
修
学
の
時
期
二
八
三
一
～
一
八

三
五
）
に
書
か
れ
た
も
の
と
筆
者
は
推
測
す
る
。
な
お
杏
雨
に

あ
る
椿
庵
の
原
稿
、
舎
密
第
一
書
植
物
篇
一
巻
、
舎
密
提
要
に

つ
い
て
も
概
ね
便
蒙
と
内
容
が
符
合
せ
ら
れ
る
。

終
わ
り
に
あ
た
り
「
舎
密
便
蒙
」
と
は
公
裁
が
、
初
学
者
に

も
化
学
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
名
づ
け
た
啓
蒙
書
で
あ
り
、

「
舎
密
開
宗
」
は
椿
庵
が
椿
庵
ら
し
く
仏
語
で
化
学
の
根
源
へ
の

道
を
開
く
と
し
て
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
化
学
を
志

す
蘭
学
者
は
、
入
門
書
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
的
な
物
よ
り
も
体
系

的
に
集
大
成
さ
れ
た
「
開
宗
」
を
求
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
容

易
に
推
察
す
る
事
が
で
き
る
。
し
か
し
、
「
便
蒙
」
が
Ｃ
Ｂ
Ｌ
を

完
訳
し
た
と
い
う
事
実
は
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。


